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し
ん
ら
ん

浄
土
真
宗
の
開
祖
、
親
鸞
聖
人
の
遺
徳
を

し
の偲
び
、
ま
た
そ
の
恩
に
報
ず
る
と
い
う
意
で
、

小
松
地
方
で
は
、
ホ
ン
コ
サ
ン
と
親
し
み
を

込
め
て
、
報
恩
講
が
各
地
域
で
行
わ
れ
る
。

ま
ず
各
寺
院
で
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
、
真
宗
門
徒
に
よ
っ
て
、
報
恩
講
が
営
ま

れ
、
そ
の
後
、
若
い
衆
や
嫁
、
あ
る
い
は
爺
、

婆
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
者
が
集
ま
り
、

ツ
レ
ボ
ン
コ
や
ワ
カ
シ
ュ
ウ
ボ
ン
コ
と
呼
ば

れ
る
報
恩
講
が
各
地
区
毎
に
行
わ
れ
た
。

額
見
地
区
で
は
十
一
月
十
一
日
、
マ
ワ
リ

ボ
ン
コ
と
い
い
、
春
マ
ワ
リ
（
二
月
二
十
二

日
）
と
共
に
、
こ
の
日
、
法
専
寺
や
照
厳
寺

の
伴
僧
や
住
職
に
よ
っ
て
秋
マ
ワ
リ
と
称
し

て
、
地
区
の
各
家
を
廻
る
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
た
。
ま
た
十
一
月
十
四
日
に
は
、
地
区
の

人
々
が
、
手
次
ぎ
寺
院
で
あ
る
福
井
県
あ
わ

ら
市
清
王
に
あ
る
真
宗
寺
院
、
照
厳
寺
（
元

ほ
う

お
ん

こ
う

報
恩
講

3

河田町報恩講

稱名寺門前の風景を描いた岩田健三郎氏作イラスト 乳母車を曳きながら御詣りする老女の信仰の深
さに驚かされたという遠来の人が、その感銘を絵に表した。
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は
二
ツ
梨
に
あ
っ
た
と
い
う
）
に
お
詣
り
に
出

か
け
る
。
以
前
は
粟
津
か
ら
細
呂
木
ま
で
鉄

道
に
乗
り
、
そ
の
後
は
一
里
半
の
道
を
寺
ま

で
歩
い
て
詣
で
た
が
、
今
は
バ
ス
を
し
た
て

て
、
地
区
の
人
々
が
そ
ろ
っ
て
出
か
け
る
。

し
ょ
う
し
ん

げ

寺
院
で
は
、
午
前
中
、
正
信
偈
の
唱
和
や

説
教
の
後
、
お
昼
に
お
斎
を
い
た
だ
き
、
午

後
に
は
、
ご
伝
鈔
が
拝
読
さ
れ
た
と
い
う
。

ま
た
地
区
の
道
場
を
中
心
に
、
マ
ツ
イ
ボ

ン
コ
も
行
わ
れ
、
厄
年
後
の
二
十
五
歳
か
ら

二
十
七
歳
ま
で
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
団
と
な

り
、
こ
れ
を
ヒ
ト
ツ
レ
（
一
連
）
と
称
し
、

同
行
衆
と
し
て
、
初
穂
や
盆
・
正
月
と
共
に
、

報
恩
講
を
お
勤
め
し
た
。

十
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
を
、

オ
ヒ
ッ
チ
ャ
（
お
七
夜
）
と
い
い
、
親
鸞
聖

人
の
祥
月
命
日
に
当
る
二
十
八
日
ま
で
の
七

な
ま
ぐ

日
間
は
、
生
臭
さ
も
の
を
断
ち
、
精
進
し
、

二
十
七
日
の
夜
は

「
お
初
夜
」
と
称
し

て
、
親
鸞
聖
人
の
遺

徳
を
偲
ん
だ
。

（
高
桑
守
史
）

3

平成22年（2010）11月に営まれた家報恩講（岩渕町）

岩渕町の報恩講（故山口武氏提供） 岩渕町では今でも
おとき

すべて手作りで、御斎の準備をし、お参りの後は皆さん
でいただく。中でも、小豆汁（左写真）は、開祖親鸞聖人
の好まれたものとして必ず作っている。
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